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『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
と
首吊
り
の
家

ペ
イ
タ
ー
と
セ
ザ
ン
ヌ
の
美
学
蜂
巣
泉
は
じ
め
に
そ
の
二
人
の
年
齢
差
は
七
か
月
ほ
ど
で
、
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
（
一
八
三
九
―
一
九
〇
六
）
が
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ペ
イ
タ
ー
（
一
八
三
九
―
九
四
）
に
先
立
っ
て
い
た
。
二
人
は
一
八
三
九
年
に
生
ま
れ
、
先
に
生
ま
れ
た
セ
ザ
ン
ヌ
が
一
回
り
遅
く
一
九
〇
六
年
に
歿
し
た
。
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
隔
て
た
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
で
ペ
イ
タ
ー
は
そ
の
生
涯
を
ほ
と
ん
ど
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
学
究
生
活
に
費
や
し
、
か
た
や
セ
ザ
ン
ヌ
は
一
時
パ
リ
と
故
郷
エ
ク
ス
・
ア
ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
間
を
往
来
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
後
年
は
故
郷
と
そ
の
周
辺
で
画
筆
を
ふ
る
っ
た
。
審
美
主
義
者
と
し
て
の
ペ
イ
タ
ー
と
「
近
代
絵
画
の
父
」
と
し
て
、
現
代
美
術
の
先
駆
者
と
し
て
の
セ
ザ
ン
ヌ
。
同
時
代
を
生
き
た
こ
の
文
学
者
と
画
家
に
と
っ
て
、
芸
術
と
は
、
美
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
ペ
イ
タ
ー
の
関
心
は
専
ら
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
あ
り
、
耳
目
を
集
め
た
美
術
評
論
集
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
歴
史
の
研
究
』
（
一
八
七
三
）
は
そ
の
後
『
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
と
詩
の
研
究
』
と
改
題
さ
れ
る
が
、
大
い
に
イ
ギ
リ
ス
学
界
を
沸
か
せ
て
い
た
。
一
方
、
一
八
七
三
年
セ
ザ
ン
ヌ
は
オ
ー
ヴ
ェ
ー
ル

シ
ュ
ル
オ
ワ
ー
ズ
で
初
期
の
代
表
作
首
吊
り
の
家
（
図
版
１
）
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
絵
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
画
技
法
が
進
展
を
見
せ
た
も
の
で
、
そ
の
筆
触
画
法
は
彼
が
印
象
主
義
画
家
と
し
て
道
を
歩
み
出
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
セ
ザ
ン
ヌ
は
一
九
〇
六
年
に
亡
く
な
る
ま
で
中
学
時
代
の
朋
友
で
あ
る
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
（
一
八
四
〇
―
一
九
〇
二
）
に
宛
て
た
手
紙
を
100
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始
め
と
し
て
膨
大
な
数
の
書
簡
を
残
し
、
画
家
や
画
商
た
ち
と
の
対
話
や
回
顧
録
も
数
多
く
あ
り
、
そ
の
な
か
で
彼
は
自
分
の
絵
画
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
開
陳
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
と
ペ
イ
タ
ー
の
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
を
中
心
に
据
え
て
二
人
の
美
学
を
考
察
し
て
み
た
い
。
１
ペ
イ
タ
ー
と
セ
ザ
ン
ヌ
が
同
年
に
生
ま
れ
た
と
い
っ
て
も
二
人
の
間
に
交
渉
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ペ
イ
タ
ー
が
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
た
ち
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
亡
く
な
る
一
年
前
に
発
表
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
小
説
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ム
ア
が
書
い
た
『
現
代
絵
画
』
（
一
八
九
三
）
の
書
評
で
、
モ
ネ
や
マ
ネ
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
る
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
に
関
し
て
は
一
言
も
述
べ
て
い
な
い
。
ペ
イ
タ
ー
は
そ
の
な
か
で
「
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
絵
画
に
つ
い
て
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
イ
ギ
リ
ス
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
多
く
の
人
た
ち
は
も
っ
と
知
り
た
が
っ
て
い
る （１
）」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
本
格
的
な
紹
介
は
少
し
後
の
こ
と
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
に
な
る
。
ペ
イ
タ
ー
は
『
現
代
絵
画
』
で
ム
ア
が
ア
ン
グ
ル
、
コ
ロ
ー
や
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
示
す
適
切
な
評
に
共
感
し
、
印
象
派
の
一
人
モ
ネ
の
「
秘
密
」
を
ム
ア
が
掴
ん
で
い
る
と
い
う
。
ペ
イ
タ
ー
は
モ
ネ
の
印
象
派
画
家
と
し
て
の
た
ぐ
い
ま
れ
な
点
描
画
技
法
に
ム
ア
が
触
れ
て
い
る
箇
所
を
『
現
代
絵
画
』
よ
り
引
用
し
て
い
る
。
モ
ネ
や
彼
の
流
派
に
関
心
が
あ
る
の
は
、
色
彩
が
消
え
失
せ
て
い
く
半
調
ぼ
か
し
で
は
な
く
、
戸
外
で
光
が
い
っ
た
り
き
た
り
ち
ら
ち
ら
す
る
、
完
全
な
明
る
さ
の
な
か
の
色
彩
の
輝
く
震
え






（
b
rillia
n
t
v
ib
ra
tio
n
o
f
co
lo
u
r）
で
あ
り
、
自
然
は
目
も
眩
む
よ
う
な
虹
色
の
色
合
い
で
満
た
さ
れ
て
い
る
プ
リ
ズ
ム
に
ほ
か
な
ら
な
い （２
）（
傍
点
筆
者
）。
セ
ザ
ン
ヌ
に
つ
い
て
は
多
く
が
語
ら
れ
て
き
た
。「
セ
ザ
ン
ヌ
の
ア
ト
リ
エ
」
制
作
で
エ
ク
ス
ア
ン
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
観
光
協
会
発
行
の
小
冊
子
『
セ
ザ
ン
ヌ
の
風
景
』
に
よ
れ
ば
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
生
涯
は
五
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期
一
八
三
九
―
六
二
年
を
「
形
成
期
」
と
し
て
、
帽
子
製
造
を
営
み
後
に
銀
行
家
と
な
っ
た
父
の
も
と
五
歳
ま
で
非
嫡
出
子
と
し
て
育
ち
、
ブ
ル
ボ
ン
中
学
で
生
涯
の
友
で
あ
る
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
に
出
会
い
、
風
光
明
媚
な
南
フ
ラ
ン
ス
の
風
土
を
共
に
存
分
に
楽
し
ん
だ
こ
と
。
父
親
の
許
し
を
得
て
二
二
歳
で
親
友
ゾ
ラ
を
追
っ
て
パ
リ
に
赴
く
が
失
望
し
て
エ
ク
ス
に
戻
っ
た
時
期
で
あ
る
。
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第
二
期
一
八
六
二
―
七
二
年
を
「
暗
黒
時
代
」
と
す
る
。
こ
の
期
間
は
エ
ク
ス
と
パ
リ
の
間
を
頻
繁
に
往
来
し
、
パ
リ
で
は
主
に
ル
ー
ヴ
ル
で
時
を
過
ご
し
て
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
ク
ー
ル
ベ
を
好
む
。
こ
の
当
時
は
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
を
用
い
て
厚
塗
り
（
イ
ン
パ
ス
ト
）
を
し
て
そ
の
色
彩
は
暗
か
っ
た
。
七
〇
年
に
は
普
仏
戦
争
の
徴
兵
忌
避
を
し
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
近
郊
の
エ
ス
タ
ッ
ク
に
オ
ル
タ
ン
ス
・
フ
ィ
ケ
と
共
に
身
を
隠
す
。
七
二
年
オ
ル
タ
ン
ス
と
の
間
に
息
子
ポ
ー
ル
が
誕
生
す
る
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
父
も
そ
う
し
て
い
た
よ
う
に
正
式
に
結
婚
し
た
の
は
一
四
年
後
の
一
八
八
六
年
だ
っ
た
。
第
三
期
は
一
八
七
二
―
八
三
年
、「
印
象
派
画
家
と
し
て
の
時
代
」
で
あ
り
、
九
歳
年
上
の
ピ
サ
ロ
（
一
八
三
〇
―
一
九
〇
三
）
と
親
交
を
結
び
、
よ
く
写
生
に
出
か
け
て
互
い
に
影
響
し
あ
っ
た
。
前
述
の
首吊
り
の
家
は
こ
の
時
期
の
最
初
の
作
品
で
色
調
は
よ
り
明
る
く
筆
致
は
細
か
く
正
確
に
な
っ
た
。
七
四
年
と
七
七
年
に
は
ほ
か
の
印
象
派
の
画
家
た
ち
と
展
覧
会
に
出
品
す
る
が
嘲
笑
の
対
象
で
あ
っ
た
。
官
展
の
サ
ロ
ン
に
八
二
年
展
示
さ
れ
る
が
、
サ
ロ
ン
展
示
は
そ
れ
が
唯
一
最
初
で
最
後
だ
っ
た
。
八
三
年
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
モ
ネ
が
訪
れ
る
。
第
四
期
一
八
八
三
―
九
五
年
を
「
建
設
的
時
代
」
と
し
、
こ
の
一
二
年
は
画
家
セ
ザ
ン
ヌ
が
成
熟
し
た
時
代
で
あ
る
。
だ
が
、
恋
愛
沙
汰
が
あ
り
、
八
六
年
に
は
少
年
時
代
か
ら
の
親
友
ゾ
ラ
が
発
表
し
た
『
制
作
』
の
主
人
公
ク
ロ
ー
ド
・
ラ
ン
テ
ィ
エ
を
自
己
と
同
一
視
し
て
、
そ
れ
を
契
機
に
ゾ
ラ
と
断
絶
す
る
。
同
年
父
親
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
が
死
去
し
莫
大
な
遺
産
が
残
さ
れ
た
。
九
四
年
に
は
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
の
モ
ネ
宅
で
ジ
ェ
フ
ロ
ア
、
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
や
ロ
ダ
ン
と
会
っ
た
。
最
後
の
五
期
一
八
九
五
―
一
九
〇
六
年
は
「
総
合
時
代
」
で
こ
の
時
代
彼
の
絵
は
ま
す
ま
す
動
揺
し
、
形
は
判
然
と
し
な
く
な
る
。
九
五
年
に
画
商
ヴ
ォ
ラ
ー
ル
が
組
織
し
た
パ
リ
で
の
展
覧
会
で
セ
ザ
ン
ヌ
は
そ
の
名
声
を
若
い
画
家
た
ち
の
間
に
馳
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
七
年
に
母
親
が
死
去
、
九
九
年
エ
ク
ス
の
ジ
ャ
・
ド
・
ブ
ッ
フ
ァ
ン
邸
を
売
却
。
こ
の
時
期
セ
ザ
ン
ヌ
の
名
声
は
国
際
的
に
高
ま
り
を
み
せ
、
ベ
ル
リ
ン
や
エ
ッ
セ
ン
の
美
術
館
が
彼
の
絵
を
買
い
付
け
た
。
ゾ
ラ
が
一
九
〇
二
年
に
亡
く
な
り
深
い
悲
し
み
に
襲
わ
れ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
保
守
的
な
官
展
か
ら
見
放
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
〇
四
年
と
翌
年
に
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
に
展
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
〇
六
年
一
〇
月
二
三
日
エ
ク
ス
の
自
宅
で
死
去
し
た
。
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
出
現
の
一
年
後
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
到
来
の
二
年
前
、
最
初
の
抽
象
絵
画
出
現
の
四
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
冊
子
で
セ
ザ
ン
ヌ
の
生
涯
の
軌
跡
は
概
略
辿
れ
る
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
は
日
々
進
歩
し
て
お
り
、
第
四
期
に
あ
る
よ
う
に
、
セ
ザ
ン
ヌ
と
ゾ
ラ
が
ゾ
ラ
の
『
制
作
』
発
表
を
機
に
袂
を
分
か
ち
そ
の
後
交
流
は
な
く
な
っ
た
と
の
説
が
定
着
し
た
が
、
仲
違
い
と
さ
れ
た
八
六
年
か
ら
一
年
以
上
も
た
っ
て
セ
ザ
ン
ヌ
が
ゾ
ラ
宛
に
送
っ
た
書
簡
が
二
〇
一
四
年
に
パ
リ
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
君
が
パ
リ
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
会
い
に
行
く
よ
」
と
の
内
容
が
あ
り
、
今
ま
で
の
定
説
を
覆
す
こ
と
に
な
っ
た （３
）。
セ
ザ
ン
ヌ
の
書
簡
を
編
ん
だ
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
の
第
一
人
者
ジ
ョ
ン
・
リ
ウ
ォ
ル
ド
は
そ
の
『
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
紙
』
を
四
期
に
分
類
し
て
、「
初
期
」（
一
八
五
八
―
七
二
）、「
印
象
派
時
代
」（
一
八
七
三
―
八
二
）、「
古
典
的
構
成
の
時
代
」
（
一
八
八
三
―
九
四
）、「
晩
年
」（
一
八
九
五
―
一
九
〇
六
）
と
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
書
簡
集
な
の
で
、
一
九
歳
か
ら
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
姿
を
追
っ
て
い
『ルネサンス』と 首吊りの家98
3
る
に
す
ぎ
な
い （４
）。
こ
の
書
簡
集
は
初
版
が
一
九
三
七
年
だ
が
、
二
〇
一
三
年
に
は
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ダ
ン
チ
ェ
フ
に
よ
っ
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
手
紙
を
含
め
て
新
英
訳
本
が
テ
ム
ズ
・
ア
ン
ド
・
ハ
ド
ソ
ン
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
一
〇
年
ご
と
の
年
代
別
に
書
簡
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
セ
ザ
ン
ヌ
が
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ピ
サ
ロ
、
シ
ス
レ
ー
、
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
な
ど
印
象
派
画
家
た
ち
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
は
一
八
七
三
年
頃
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
一
〇
年
を
経
て
晩
年
に
い
た
る
ま
で
独
自
の
世
界
の
構
築
に
向
け
て
邁
進
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
特
徴
は
「
多
少
の
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、
外
光
の
下
で
制
作
し
、
光
と
そ
の
効
果
に
と
り
わ
け
注
意
を
払
い
、
も
っ
ぱ
ら
明
色
を
用
い
、
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
陰
影
を
作
り
出
し
な
が
ら
、
素
早
く
仕
上
げ
る
と
い
う
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る （５
）」
も
の
だ
っ
た
。
「
近
代
絵
画
の
父
」
と
称
さ
れ
る
セ
ザ
ン
ヌ
の
生
涯
、
つ
ま
り
は
一
画
家
と
し
て
の
軌
跡
も
紆
余
曲
折
を
経
て
、
当
初
は
世
間
か
ら
見
放
さ
れ
て
い
た
セ
ザ
ン
ヌ
が
、
印
象
派
の
画
家
と
し
て
の
出
発
か
ら
第
四
期
以
降
の
成
熟
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
に
至
る
ま
で
、
さ
ら
に
ポ
ス
ト
印
象
主
義
の
画
家
と
し
て
二
〇
世
紀
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
彼
を
印
象
派
の
画
家
た
ち
と
区
別
す
る
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
点
に
こ
そ
「
近
代
絵
画
の
父
」
と
呼
称
さ
れ
る
セ
ザ
ン
ヌ
の
秘
密
が
存
在
す
る
。
そ
の
生
涯
を
考
察
し
、
と
く
に
第
四
期
以
降
の
晩
年
と
も
い
え
る
時
代
の
彼
の
思
索
の
跡
に
拘
泥
し
た
い
。
２
画
家
と
し
て
の
セ
ザ
ン
ヌ
は
驚
く
ほ
ど
多
作
で
あ
る
。
油
彩
画
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
点
、
そ
の
う
ち
静
物
画
二
〇
〇
点
、
裸
体
に
関
わ
る
主
題
を
含
め
水
浴
画
一
一
五
点
、
自
画
像
二
五
点
を
含
む
肖
像
画
一
六
五
点
、
風
俗
画
九
〇
点
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
水
彩
画
や
素
描
が
数
多
く
存
在
す
る
。
彼
が
そ
の
地
歩
を
固
め
た
の
は
四
〇
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
当
初
は
一
顧
だ
に
さ
れ
ず
、
そ
の
言
動
か
ら
変
人
扱
い
さ
れ
て
い
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
画
論
に
関
し
て
は
存
命
中
交
流
の
あ
っ
た
画
家
や
評
論
家
た
ち
が
残
し
た
言
説
が
大
い
に
役
立
つ
が
、
な
か
で
も
小
学
校
時
代
の
友
人
ア
ン
リ
・
ガ
ス
ケ
の
息
子
で
あ
る
詩
人
の
ジ
ョ
ア
シ
ャ
ン
・
ガ
ス
ケ
の
手
に
な
る
『
セ
ザ
ン
ヌ
』、
画
家
の
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
や
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
な
ど
が
記
し
た
対
話
や
回
想
が
参
考
に
な
る
。
ま
ず
セ
ザ
ン
ヌ
が
画
期
的
と
言
え
る
の
は
そ
れ
ま
で
の
描
か
れ
た
主
題
に
よ
っ
て
見
る
人
の
関
心
を
引
こ
う
と
し
た
こ
と
に
反
逆
し
た
こ
と
で
あ
る
。
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
は
セ
ザ
ン
ヌ
が
首吊
り
の
家
を
制
作
し
た
翌
年
の
七
四
年
に
、
「
パ
リ
便
り
」（
一
八
七
四
年
の
サ
ロ
ン
）
と
題
し
て
『
マ
ル
セ
イ
ユ
通
信
』
誌
に
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
私
が
感
銘
を
受
け
た
作
品
の
中
で
と
く
に
紹
介
し
た
い
の
は
読
者
諸
氏
の
同
郷
人
、
エ
ク
ス
出
身
の
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
氏
に
よ
る
特
筆
す
べ
き
風
景
画
で
あ
る
。
そ
の
作
品
は
大
い
な
る
独
創
性
の
証
拠
で
あ
り
、
す
で
に
長
き
に
わ
た
っ
て
闘
争
し
続
け
て
い
る
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
氏
が
、
真
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の
意
味
で
偉
大
な
画
家
の
気
質
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る （６
）」
。
そ
し
て
七
七
年
の
同
誌
「
パ
リ
・
ノ
ー
ト
」
で
ゾ
ラ
は
第
三
回
印
象
派
展
に
触
れ
、
印
象
派
の
画
家
た
ち
に
共
通
す
る
の
は
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
親
近
性
」
で
あ
り
、
「
彼
ら
は
外
光
を
描
き
だ
す
の
で
あ
り
、
そ
の
革
命
性
は
い
ず
れ
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
、
ド
ガ
、
カ
イ
ユ
ボ
ッ
ト
な
ど
と
共
に
セ
ザ
ン
ヌ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
彼
は
間
違
い
な
く
こ
の
集
団
に
お
け
る
も
っ
と
も
偉
大
な
色
彩
家
だ
。
展
覧
会
に
は
と
て
も
美
し
い
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
風
景
画
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
力
強
く
、
現
実
そ
の
ま
ま
の
作
品
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
た
ち
の
失
笑
を
買
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
偉
大
な
画
家
の
み
が
有
す
る
数
々
の
要
素 
が
示
さ
れ
て
い
る （７
）（
傍
点
筆
者
）。
首
吊
り
の
家
以
降
は
印
象
派
画
家
の
衣
裳
を
纏 ま
と
っ
た
セ
ザ
ン
ヌ
の
姿
が
こ
こ
に
は
見
ら
れ
、
本
来
が
小
説
家
で
あ
る
ゾ
ラ
の
評
は
一
読
す
る
と
表
層
的
だ
が
、
彼
が
言
う
そ
の
「
要
素
」
に
セ
ザ
ン
ヌ
の
秘
密
は
あ
る
。
ま
た
、
ゾ
ラ
が
「
あ
る
美
術
作
品
は
あ
る
気
質
タ
ン
ペ
ラ
マ
ンを
通
し
て
見
た
宇
宙
の
一
隅
で
あ
る
」
と
言
う
と
き
、
そ
の
芸
術
家
個
人
の
見
方
を
セ
ザ
ン
ヌ
は
「
感
覚
サ
ン
サ
シ
オ
ン」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
感
覚
こ
そ
が
す
べ
て
の
基
盤
で
あ
り
、
「
自
然
を
描
く
こ
と
は
事
物
の
模
倣
で
は
な
く
、
感
覚
を
認
識
す
る
こ
と
だ
っ
た （８
）」
。
そ
し
て
、
自
然
を
描
く
と
き
に
は
「
円
筒
、
球
体
、
円
錐
を
使
っ
て
処
理
す
る
こ
と
」
と
し
た （９
）。
セ
ザ
ン
ヌ
は
印
象
派
の
誕
生
は
ピ
サ
ロ
に
帰
す
る
と
断
じ
、
「
彼
［
ピ
サ
ロ
］
が
一
番
初
め
の
印
象
主
義
者
だ
。
印
象
主
義
っ
て
な
ん
で
す
か
、
色
彩
の
視
覚
混
合
で
す
よ
。
画
布
の
上
で
は
色
調
ト
ン
が
分
離
し
て
い
て
、
網
膜
の
中
で
再
現
さ
れ
る （
）」
と
言
う
。
画
家
で
あ
る
Ｒ
・
Ｐ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
と
Ｊ
・
Ｆ
・
シ
ュ
ネ
ル
ブ
は
一
九
〇
五
年
一
月
に
セ
ザ
ン
ヌ
を
訪
問
し
、
一
九
〇
七
年
『
グ
ラ
ン
ド
・
ル
ヴ
ュ
』
誌
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
理
論
の
表
明
を
完
全
に
す
る
た
め
に
つ
け
加
え
る
と
、
動
か
な
い
と
仮
定
し
た
画
家
の
眼
に
対
し
て
、
平
ら
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
あ
る
表
面
か
ら
や
っ
て
来
る
光
線
は
［
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
た
め
］
、
そ
の
表
面
上
の
ど
の
点
も
、
そ
こ
か
ら
目
が
受
け
取
る
光
の
総
量
は
同
じ
で
は
な
い
。
ひ
と
つ
の
表
面
の
色
調
ト
ン
と
明
度
ヴ
ァ
ル
ー
ルが
均
一
で
あ
る
よ
う
に
私
た
ち
に
見
え
る
の
は
、
私
た
ち
の
眼
が
動
い
て
、
表
面
全
体
を
知
覚
す
る
と
き
の
み
で
あ
っ
て
、
も
し
画
家
が
そ
の
表
面
を
再
現
し
よ
う
と
し
て
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
の
上
に
単
色
の
層
を
広
げ
る
と
す
れ
ば
、
彼
が
描
く
表
面
に
は
真
実
性
が
な
い
で
あ
ろ
う （
）。
セ
ザ
ン
ヌ
は
「
明
度
主
義
者
」
で
は
な
く
、
明
度
よ
り
も
色
彩
で
肉
付
け
モ
ド
ゥ
レ
し
て
い
た
。
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
全
手
法
は
、
こ
の
肉
付
け
モ
ド
ゥ
レ
に
関
す
る
こ
の
色
階
の
概
念
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
パ
レ
ッ
ト
上
で
色
調
（
ト
ン
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
の
も
、
彼
が
肉
付
け
モ
ド
ゥ
レ
を
暖
色
か
ら
寒
色
に
移
っ
て
ゆ
く
色
相
タ
ン
トの
連
続
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
に
と
っ
て
関
心
の
す
べ
て
は
、
こ
の 

『ルネサンス』と 首吊りの家96
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色
相
タ
ン
トの
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
視
覚
に
決
定
す
る
こ
と















で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
色
相
タ
ン
トの
ひ
と
つ
を
ふ
た
つ
の
隣
り
合
う
色
相
タ
ン
トの
混
合
で
置
き
換
え
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
彼
に
は
芸
術
で
は
な
い
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る （
）」（
傍
点
筆
者
）。
そ
の
た
め
彼
が
自
然
を
「
写
生
モ
テ
ィ
フ」
に
出
か
け
る
と
、
移
ろ
い
ゆ
く
モ
テ
ィ
フ
を
相
手
に
と
こ
と
ん
自
分
の
眼
を
凝
ら
し
て
納
得
が
い
く
ま
で
対
象
を
見
続
け
る
。
そ
の
対
象
の
一
つ
が
膨
大
な
数
の
晩
年
の
サ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
（
図
版
２
）
の
絵
で
あ
っ
た
。
「
こ
の
色
彩
の
科
学
、
こ
れ
を
セ
ザ
ン
ヌ
は
理
論
的
か
つ
実
践
的
な
探
求
に
よ
っ
て
獲
得
し
て
い
た （
）」。
晩
年
セ
ザ
ン
ヌ
の
知
己
と
な
っ
た
画
家
の
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
「
画
家
に
と
っ
て
第
一
に
必
要
な
も
の
、
そ
れ
は
セ
ザ
ン
ヌ
に
よ
れ
ば
、
個
人
的
な
光
学
で
あ
り
、
そ
の
光
学
は
宇
宙
の
全
体
像
と
執
拗
に
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
の
で
あ
る （
）」
と
言
う
。
さ
ら
に
続
け
て
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
自
説
を
掲
げ
る
。
自
然
を
読
も
う
で
は
な
い
か
。
個
人
的
か
つ
伝
統
的
で
も
あ
る
美
学
の
な
か
に
私
た
ち
の
感
覚
サ
ン
サ
シ
オ
ンを
実
現
レ
ア
リ
ゼし
よ
う
。
も
っ
と
徹
底
的
に
見
て
完
全
に
実
現
す
れ
ば
、
も
っ
と
強
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
偉
大
な
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
よ
う
に
。
画
家
に
は
二
つ
の
も
の
が
あ
る
。
眼
と
精
神
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
と
も
互
い
に
助
け
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
相
互
の
発
展
の
た
め
に
働
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
を
見
る
こ
と
で
眼
を
、
組
織
立
て
ら
れ
た
感
覚
サ
ン
サ
シ
オ
ン
の
論
理
に
よ
っ
て
精
神
を
。
こ
の
論
理
が
表
現
手
段
を
も
た
ら
す （
）。
セ
ザ
ン
ヌ
は
晩
年
に
か
け
て
、
単
な
る
色
彩
の
画
家
で
は
な
く
、「
感
覚
の
実
現
」
の
追
求
に
お
い
て
ゾ
ラ
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
要
素
」
の
ひ
と
つ
に
取
り
組
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ク
レ
ー
リ
ー
は
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
作
品
に
お
け
る
身
体
的
運
動
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る （
）。
そ
れ
は
セ
ザ
ン
ヌ
が
亡
く
な
る
六
週
間
前
に
息
子
ポ
ー
ル
に
宛
て
た
手
紙
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。
私
に
と
っ
て
は
つ
ね
に
み
ず
か
ら
の
感
覚
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
な
苦
労
を
と
も
な
う
の
だ
。
私
の
五
感
の
う
ち
に
展
開
す
る
あ
の
強
烈
さ
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
然
を
彩
る
あ
の
色
彩
の
豊
か
さ
を
獲
得
で
き
な
い
。
こ
の
川
の
ほ
と
り
で
は
モ
テ
ィ
ー
フ
が
増
加
す
る
。
同
じ
モ
テ
ィ
ー
フ
で
も
、
角
度
を
変
え
て
み
る
と
、
最
大
の
興
味
を
そ
そ
る
研
究
対
象
と
な
る
。
し
か
も
実
に
変
化
に
富
ん
で
い
る
の
で
、
何
ヵ
月
も
場
所
を
変
え
ず
に
、
た
だ
右
を
向
い
た
り
左
を
向
い
た
り
す
る
だ
け
で
、
仕
事
が
で
き
95
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ク
レ
ー
リ
ー
は
セ
ザ
ン
ヌ
が
捕
え
る
時
間
は
、
時
間
か
ら
抽
出
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
時
間
で
は
な
く
て
、
時
間
上
に
広
が
る
瞬
間
と
し
て
の
現
在
だ
と
定
義
づ
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
間
に
お
い
て
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
目
前
で
展
開
さ
れ
る
色
彩
に
満
ち
た
「
強
度
」
は
変
更
不
能
な
外
部
の
表
象
と
し
て
、
ま
た
回
復
不
可
能
な
「
動
画
」
と
し
て
経
験
さ
れ
る
。
彼
が
み
ず
か
ら
の
「
視
力
の
鋭
さ
」
と
呼
ぶ
も
の
は
、
こ
の
到
達
不
可
能
な
も
の
へ
の
直
観
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
問
題
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
川
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
単
な
る
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、
彼
が
よ
り
原
初
的
な
流
れ
と
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
、
静
止
と
運
動
の
よ
く
知
ら
れ
た
概
念
が
、
お
た
が
い
の
も
と
に
折
り
返
さ
れ
る
物
質
的
な
存
在
様
態
な
の
で
あ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
身
体
の
位
置
を
不
動
の
も
の
と
み
な
し
た
が
、
そ
こ
に
微
妙
に
屈
折
し
、
揺
れ
動
く
場
と
い
う
観
念
を
重
ね
あ
わ
せ
た
。
こ
の
歪
み
や
揺
れ
に
よ
っ
て
、
不
安
定
な
振
動
と
い
う
条
件
が
維
持
さ
れ
る
。
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
が
セ
ザ
ン
ヌ
後
期
の
風
景
画
に
お
け
る
「
神
秘
的
変
動
」
と
呼
ん
だ
も
の
が
、
こ
れ
で
あ
る （
）。
ロ
レ
ン
ス
の
「
神
秘
的
変
動
」
は
一
九
二
九
年
に
発
表
し
た
・In
tro
d
u
c-
tio
n
to
T
h
ese
P
a
in
tin
g
s・
内
の
記
述
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
た
ち
と
共
に
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
た
ち
を
論
じ
、
印
象
派
の
画
家
た
ち
が
絵
画
史
上
初
め
て
「
光
」
と
「
色
彩
」
を
発
見
し
た
と
述
べ
、
後
半
を
セ
ザ
ン
ヌ
論
に
当
て
て
い
る
。
こ
の
ク
レ
ー
リ
ー
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
「
運
動
」
と
「
静
止
」
の
考
察
か
ら
は
モ
テ
ィ
ー
フ
を
前
に
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
の
苦
悩
が
深
く
読
み
と
れ
る
が
、
そ
の
苦
悩
は
一
枚
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
真
実
を
ど
う
描
く
か
、
と
い
う
苦
悩
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
絵
画
に
お
い
て
は
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
」
へ
と
つ
な
が
り
、
文
学
に
お
い
て
は
「
意
識
の
流
れ
」
の
作
家
た
ち
と
も
連
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
３
イ
ギ
リ
ス
へ
の
ポ
ス
ト
印
象
派
画
家
た
ち
の
紹
介
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
死
後
の
翌
年
一
九
〇
七
年
に
『
オ
ク
シ
ダ
ン
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
の
「
セ
ザ
ン
ヌ
」
論
、
一
九
一
〇
年
に
美
術
評
論
家
で
あ
る
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
が
『
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
に
翻
訳
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
一
〇
年
か
ら
一
一
年
冬
に
か
け
て
フ
ラ
イ
が
ロ
ン
ド
ン
の
グ
ラ
フ
ト
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
マ
ネ
と
ポ
ス
ト
印
象
派
」
（
・M
a
n
et
a
n
d
th
e
P
o
st-Im
p
ressio
n
ists・）
展
を
企
画
、
開
催
し
て
、
初
め
て
「
ポ
ス
ト
印
象
派
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
。
マ
ネ
の
主
要
作
品
に
加
え
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
作
品
が
二
一
点
、
ゴ
ー
ガ
ン
の
作
品
が
三
五
点
、
ゴ
ッ
ホ
は
二
二
点
が
展
示
さ
れ
た
。
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
ま
で
の
現
代
フ
ラ
ン
ス
画
家
の
作
品
に
初
め
て
触
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
「
デ
イ
リ
ー
・
メ
ー
ル
」
紙
は
「
ま
っ
た
く
前
例
『ルネサンス』と 首吊りの家94
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の
な
い
芸
術
上
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
」
と
書
き
、
そ
の
評
は
お
お
む
ね
不
快
な
も
の
と
し
、
画
家
の
ダ
ン
カ
ン
・
グ
ラ
ン
ト
の
回
想
で
は
、
観
客
が
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
に
向
け
て
傘
を
振
り
か
ざ
す
ほ
ど
非
常
に
悪
意
に
満
ち
た
も
の
で
、
嘲
り
の
対
象
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
展
覧
会
に
お
い
て
観
客
た
ち
の
姿
勢
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
実
際
に
は
、
そ
の
二
年
前
に
ド
イ
ツ
の
美
術
評
論
家
の
ユ
リ
ウ
ス
・
メ
イ
ヤ
ー
グ
ラ
ー
フ
ェ
が
著
し
た
『
現
代
絵
画
』
二
巻
が
英
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
は
す
で
に
ゴ
ッ
ホ
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ー
ガ
ン
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
画
家
た
ち
の
実
物
を
借
り
受
け
、
「
ポ
ス
ト
印
象
派
」
と
銘
打
っ
て
展
覧
会
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
の
功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
イ
が
セ
ザ
ン
ヌ
の
作
品
を
目
に
し
た
の
は
一
九
〇
六
年
に
「
国
際
協
会
」
が
ニ
ュ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
催
し
た
展
覧
会
が
初
め
て
だ
ろ
う
と
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
は
記
し
、
フ
ラ
イ
が
セ
ザ
ン
ヌ
作
品
に
つ
い
て
書
い
た
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
『
静
物
』
は
…
…
ナ
プ
キ
ン
の
白
と
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
器
の
心
地
よ
い
灰
色
は
、
陶
器
の
鮮
烈
な
み
ど
り
色
と
同
様
に
は
っ
き
り
と
し
た
強
い
固
有
色
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
全
体
は
こ
の
対
立
物
の
装
飾
的
価
値
を
強
調
し
、
光
と
影
は
完
全
に
こ
の
目
的
に
従
属
し
て
い
る
。
図
柄
が
要
求
す
れ
ば
、
印
象
派
の
科
学
的
理
論
に
よ
っ
て
本
質
と
さ
れ
て
き
た
外
見
の
法
則
を
完
全
に
無
視
し
、
白
の
も
の
を
黒
に
塗
っ
て
い
る
。
『
風
景
』
に
も
同
じ
装
飾
的
意
図
が
見
出
さ
れ
る
が
、
光
に
対
す
る
桁
外
れ
な
感
覚
が
こ
れ
に
伴
っ
て
い
る
。
空
と
水
に
映
る
影
は
、
光
の
平
面
の
完
全
な
錯
覚
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
風
景
画
に
は
な
か
っ
た
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
。
空
は
奇
跡
の
よ
う
に
山
腹
の
背
後
に
退
き
、
池
に
映
る
光
を
帯
び
た
空
の
逆
さ
の
凹
面
が
そ
れ
に
呼
応
し
て
い
る
。
こ
れ
は
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
な
し
に
、
色
調
対
比
と
い
う
表
現
的
特
性
だ
け
で
実
現
さ
れ
て
い
る （
）。
フ
ラ
イ
は
い
ち
早
く
セ
ザ
ン
ヌ
の
価
値
を
認
め
、
新
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
「
ポ
ス
ト
印
象
派
」
の
紹
介
に
尽
力
し
た
。
フ
ラ
イ
は
ま
た
後
に
一
九
二
七
年
に
な
っ
て
『
セ
ザ
ン
ヌ
論
そ
の
発
展
の
研
究
』
を
執
筆
し
セ
ザ
ン
ヌ
研
究
の
成
果
を
上
げ
た
。
一
八
三
七
年
に
始
ま
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
で
の
美
術
界
は
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
影
響
の
下
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
活
躍
が
目
立
っ
た
が
、
主
題
は
明
瞭
で
あ
り
、
中
世
の
伝
説
や
文
学
に
基
づ
く
も
の
が
多
く
写
実
に
力
を
注
い
だ
。
そ
の
後
フ
リ
ス
な
ど
の
「
風
俗
画
」
（
g
en
re）
が
多
数
描
か
れ
、
や
が
て
世
紀
末
美
術
、
唯
美
主
義
運
動
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
そ
の
イ
ギ
リ
ス
美
術
界
の
変
容
を
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
物
語
っ
た
事
件
が
ラ
ス
キ
ン
と
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
美
術
論
争
だ
っ
た
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア
ボ
ッ
ト
・
マ
ク
ニ
ー
ル
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
が
一
八
七
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
グ
ロ
ヴ
ナ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
た
黒
と
金
色
の
ノ
ク
タ
ー
ン
、
落
下
す
る
花
火
（
図
版
３
）
が
事
の
発
端
で
、
ラ
ス
キ
ン
は
こ
れ
を
酷
評
し
て
裁
判
沙
汰
に
ま
で
な
っ
た
。
こ
の
絵
は
抽
象
絵
画
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
に
単
純
化
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
印
象
派
を
彷
彿
と
さ
せ
る
作
93
8
品
だ
が
、
色
彩
は
地
味
で
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
の
よ
う
な
明
彩
色
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
こ
の
よ
う
な
作
品
を
描
い
た
こ
と
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
的
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
学
ん
だ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
〇
一
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
が
終
焉
し
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
が
「
ベ
ネ
ッ
ト
氏
と
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
」
の
な
か
で
、「
一
九
一
〇
年
一
二
月
に
、
ま
た
は
そ
の
頃
に
人
間
の
性
格
が
変
わ
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
主
張
を
思
い
切
っ
て
し
て
み
ま
し
ょ
う （
）」
と
書
い
て
い
る
が
、
彼
女
の
脳
裏
に
は
そ
の
年
の
一
一
月
に
催
さ
れ
た
フ
ラ
イ
の
展
覧
会
の
こ
と
が
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
的
変
貌
を
感
じ
と
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
４
セ
ザ
ン
ヌ
に
と
っ
て
関
心
の
す
べ
て
は
、
「
こ
の
色
相
タ
ン
ト
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
視
覚
に
決
定
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ペ
イ
タ
ー
に
と
っ
て
「
良
い
芸
術
と
は
、
作
者
の
理
解
し
た
も
の
を
い
か
に
正
直
に
表
現
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
し
…
…
美
と
い
う
も
の
は
結
局
の
と
こ
ろ
真
実
の
純
粋
さ


に
す
ぎ
ず
、
私
た
ち
が
表
現
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
、
つ
ま
り
は
内
な
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
対
し
て
よ
り
洗
練
さ
れ
た
言
葉
を
適
応
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
り
、
ま
た
、
「
文
学
は
す
な
わ
ち
い
ず
れ
に
し
て
も
事
実
形
と
か
色
と
か
事
件
と
か
を
模
倣
し
た
り
あ
る
い
は
再
生
し
た
り
す
る
芸
術
の
よ
う
に
、
精
神
と
切
り
離
せ
な
い
事
実
、
そ
の
独
自
の
個
性
を
優
先
し
、
そ
の
意
志
と
力
と
で
表
現
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た （
）。
こ
こ
で
は
い
わ
ば
セ
ザ
ン
ヌ
の
モ
テ
ィ
フ
に
当
る
部
分
と
「
色
相
タ
ン
ト
の
決
定
」
に
当
る
箇
所
の
照
応
が
見
ら
れ
る
。
作
家
は
絵
の
具
で
は
な
く
文
字
言
語
が
表
現
手
段
で
あ
る
限
り
語
彙
や
そ
の
構
成
に
心
を
砕
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
あ
る
思
索
を
表
現
す
る
に
は
感
覚
か
ら
受
け
た
感
情
を
見
事
な
ま
で
に
表
わ
す
語
彙
の
選
択
に
は
、
徹
頭
徹
尾
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ペ
イ
タ
ー
は
「
文
体
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
フ
ロ
ベ
ー
ル
が
Ｘ
夫
人
宛
に
書
い
た
手
紙
に
対
し
て
弟
子
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
が
記
し
た
注
釈
を
引
用
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
こ
と
を
表
現
す
る
に
は
ひ
と
つ
の
方
法
し
か
な
い
し
、
そ
れ
を
名
づ
け
る
の
は
一
語
、
修
飾
す
る
形
容
詞
も
ひ
と
つ
、
そ
れ
を
生
か
す
動
詞
も
ひ
と
つ
と
い
う
絶
対
的
信
念
を
持
っ
て
、
彼
は
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
な
か
で
そ
の
言
葉
、
そ
の
動
詞
、
そ
の
形
容
詞
を
見
つ
け
る
べ
く
超
人
的
努
力
を
し
た
。
こ
う
し
て
、
彼
は
不
思
議
な
調
和
の
と
れ
た
表
現
が
存
在
す
る
こ
と
を
信
じ
た
が
、
こ
れ
こ
そ
と
言
う
言
葉
が
心
地
よ
い
響
き
に
『ルネサンス』と 首吊りの家92
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欠
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
、
そ
の
唯
一 
（
u
n
iq
u
e）
の
言
葉
が
ま
だ
掌
中
に
は
な
い
と
思
い
、
不
屈
の
忍
耐
力
で
さ
ら
に
次
の
言
葉
を
探
し
続
け
た
…
…
。
同
時
に
、
数
多
く
の
先
入
観
が
常
に
彼
の
心
を
離
れ
な
い
こ
の
絶
望
的
確
信
で
彼
を
悩
ま
せ
た
。
こ
の
世
の
あ
り
あ
ら
ゆ
る
表
現
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
と
そ
の
言
い
回
し
の
な
か
で
、
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
表
す
に
は
、
た
っ
た
ひ
と
つ



ひ
と
つ
の
か
た
ち
、
ひ
と
つ
の
や
り
方
し
か
な
い
と
い
う
信
念
で
あ
る （
）。
ペ
イ
タ
ー
は
こ
れ
を
受
け
て
「
無
数
の
言
葉
、
無
数
の
言
い
方
が
あ
る
な
か
で
、
ひ
と
つ
の
も
の
、
ひ
と
つ
の
思
想
を
表
す
に
は
ひ
と
つ
の
言
葉
し
か
役
に
立
た
な
い
。
文
体
の
問
題
は
そ
こ
に
あ
る
ひ
と
つ
の
心
象
と
か
内
な
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
絶
対
的
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
唯
一
の
言
葉
、
言
葉
遣
い
、
文
章
、
段
落
、
エ
ッ
セ
ー
と
か
詩
で
し
か
な
い （
）」
と
重
ね
て
言
う
。
ま
さ
に
注
釈
者
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
意
見
に
ペ
イ
タ
ー
は
完
全
に
同
意
し
て
い
る
の
だ
が
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
記
述
か
ら
浮
か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
は
、
ロ
ー
ヴ
の
丘
で
サ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
を
目
前
に
し
て
何
時
間
も
佇
み
、
色
の
選
択
と
構
図
に
心
を
砕
き
、
そ
し
て
ま
た
明
日
と
立
ち
去
る
セ
ザ
ン
ヌ
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
作
家
と
し
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、
そ
し
て
フ
ロ
ベ
ー
ル
を
尊
敬
し
て
い
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
回
想
に
は
こ
う
あ
る
あ
る
夕
べ
私
は
（
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
）『
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
』
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
悲
劇
の
主
人
公
で
あ
る
フ
レ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ル
の
こ
と
を
先
生
に
話
し
た
。
先
生
は
テ
ー
ブ
ル
か
ら
立
ち
上
が
り
、
私
の
前
に
き
て
、
ご
自
分
の
胸
を
人
差
し
指
で
叩
い
た
。
先
生
は
そ
の
動
作
を
繰
り
返
さ
れ
て
自
分
こ
そ
が
ま
さ
に
そ
の
人
だ
と
無
言
で
お
示
し
に
な
っ
た
。
先
生
は
感
極
ま
っ
て
涙
を
目
に
一
杯
浮
か
べ
ら
れ
た
。
先
生
よ
り
も
前
に
先
駆
者
が
い
て
、
そ
の
魂
は
預
言
的
で
、
先
生
の
こ
と
を
す
で
に
分
か
っ
て
い
た
。
あ
ー
、
そ
の
大
い
な
る
才
能
で
封
じ
込
め
ら
れ
た
こ
の
フ
レ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ル
と
、
ゾ
ラ
が
セ
ザ
ン
ヌ
の
こ
と
を
貧
相
に
見
て
い
た
才
能
無
き
（『
制
作
』
の
）
ク
ロ
ー
ド
、
こ
の
両
者
の
間
に
は
何
と
大
き
な
差
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
私
が
後
に
『
オ
ク
シ
ダ
ン
』
誌
に
セ
ザ
ン
ヌ
の
こ
と
を
書
い
た
と
き
に
は
、
題
辞
と
し
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
章
句
を
用
い
た
が
、
そ
れ
は
セ
ザ
ン
ヌ
を
言
い
表
し
、
彼
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
主
人
公
を
同
一
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
フ
レ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ル
は
絵
画
に
情
熱
を
燃
や
し
、
ほ
か
の
画
家
た
ち
よ
り
も
高
く
そ
し
て
遠
く
を
見
る
人
だ （
）」。
セ
ザ
ン
ヌ
は
フ
レ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ル
の
次
の
よ
う
な
言
葉
に
も
共
感
し
た
は
ず
だ
。
「
芸
術
の
使
命
は
自
然
を
模
写
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
自
然
を
表
現
す
る
こ
と
だ
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
事
物
の
精
神
を
、
魂
を
、
特
徴
を
つ
か
ま
え
な
く
て
は
な
ら
な
い （
）」
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
思
想
を
あ
ま
ね
く
伝
え
る
先
駆
者
と
し
て
、
フ
レ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ル
の
姿
は
セ
ザ
ン
ヌ
に
ま
ぶ
し
く
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
ペ
イ
タ
ー
は
「
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
生
涯
と
手
紙
」
を
一
八
八
八
年
、
八
月
二
五
日
付
「
ペ
ル
・
メ
ル
・
ガ
ゼ
ッ
ト
」
紙
に
、
ま
た
「
フ
ロ
ベ
ー
91
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ル
の
書
簡
集
」
第
二
巻
の
書
評
を
一
八
八
九
年
、
八
月
三
日
に
『
ア
シ
ニ
ー
ア
ム
』
誌
に
寄
稿
し
て
い
て
、
フ
ロ
ベ
ー
ル
へ
の
共
感
を
寄
せ
、「
生
涯
と
手
紙
」
で
は
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
言
葉
と
し
て
「
私
は
ト
カ
ゲ
に
す
ぎ
な
い
、
文
学
的
ト
カ
ゲ
に （
）」
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
も
ま
た
「
ト
カ
ゲ
」
で
あ
っ
た
。
対
象
の
モ
テ
ィ
フ
を
目
の
前
に
し
て
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
、
如
何
に
表
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
に
精
神
を
集
中
さ
せ
た
。
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
そ
の
よ
う
な
姿
勢
は
ブ
レ
イ
ズ
ノ
ウ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
自
室
で
筆
を
執
る
ペ
イ
タ
ー
の
心
情
の
琴
線
に
触
れ
た
。
ペ
イ
タ
ー
は
「
困
難
は
言
葉
の
制
約
に
あ
り
、
広
げ
る
こ
と
が
文
学
者
の
真
の
闘
争
と
な
る
で
し
ょ
う
」
と
言
う （
）。
セ
ザ
ン
ヌ
に
と
っ
て
「
言
葉
」
は
「
色
彩
」
に
取
っ
て
代
わ
る
。
ペ
イ
タ
ー
の
「
文
体
に
つ
い
て
」
と
同
様
に
そ
の
芸
術
理
論
と
も
い
え
る
の
が
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
所
収
の
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
派
」
で
あ
る
。「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
派
」
は
一
八
七
三
年
の
初
版
に
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
当
初
七
七
年
一
〇
月
に
「
フ
ォ
ー
ト
ゥ
ナ
イ
ト
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
」
紙
に
掲
載
さ
れ
、
八
八
年
に
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
第
三
版
に
収
め
ら
れ
た
。
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
派
」
で
ペ
イ
タ
ー
が
ま
ず
唱
え
る
の
は
、
普
通
の
絵
画
鑑
賞
者
や
大
方
の
批
評
家
た
ち
が
絵
画
を
鑑
賞
す
る
際
に
常
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
の
は
、
主
題
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
文
学
的
趣
味
で
あ
っ
て
、
決
し
て
絵
画
特
性
に
目
を
向
け
て
い
な
い
と
言
う
。
そ
の
絵
画
特
性
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
素
描
法
（
d
ra
w
in
g
）
と
彩
色
法
（
co
lo
u
rin
g
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
何
よ
り
も
ま
ず
感
覚
を
喜
ば
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
偉
大
な
る
絵
は
壁
や
床
の
上
に
し
ば
し
光
や
影
が
た
わ
む
れ
る
以
外
に
は
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
は
い
な
い （
）」
。
ペ
イ
タ
ー
は
絵
画
の
自
立
を
訴
え
る
。
つ
ま
り
主
題
と
な
る
詩
が
あ
っ
て
そ
れ
に
追
随
す
る
形
で
絵
が
誕
生
す
る
の
で
は
な
く
、
絵
を
よ
く
見
る
こ
と
で
そ
こ
か
ら
詩
情
は
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
。
表
現
形
式
と
し
て
諸
芸
術
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
が
最
大
限
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
お
の
ず
と
各
芸
術
の
領
域
を
超
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
芸
術
の
な
か
で
の
最
高
位
に
位
置
す
る
の
は
音
楽
で
あ
り
、
内
容
と
形
式
が
混
然
と
し
た
形
こ
そ
が
最
高
の
芸
術
と
い
え
る
か
ら
だ
。
「
す
べ
て
の
芸
術
は
絶
え
ず
音
楽
の
状
態
に
憧
れ
る （
）」
と
ペ
イ
タ
ー
は
言
う
。
対
象
を
純
粋
に
知
覚
の
対
象
と
す
る
こ
と
こ
そ
芸
術
家
の
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
五
官
を
通
じ
て
「
想
像
的
理
性
」
（
im
a
g
in
a
tiv
e
rea
so
n
）
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
「
想
像
的
理
性
」
は
ペ
イ
タ
ー
の
美
学
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
複
合
的
な
機
能
を
有
し
、
あ
ら
ゆ
る
思
考
や
感
情
が
知
覚
で
き
る
似
た
よ
う
な
も
の
、
あ
る
い
は
象
徴
を
備
え
た
双
子
で
あ
る （
）」。
そ
う
し
た
な
か
で
絵
画
に
お
い
て
は
ペ
イ
タ
ー
も
セ
ザ
ン
ヌ
同
様
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
を
高
く
評
価
す
る
。
感
覚
を
喜
ば
せ
る
点
で
、
絵
画
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
装
飾
的
で
眼
に
訴
え
る
も
の
で
あ
り
、
壁
面
上
の
色
彩
空
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
空
間
は
壁
に
つ
け
た
宝
石
の
色
合
い
や
、
光
と
陰
が
た
ま
さ
か
交
錯
す
る
よ
り
は
巧
み
な
彩
り
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
そ
の
な
か
や
、
そ
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
、
思
想
や
詩
や
宗
教
的
夢
想
な
ど
が
ど
れ
ほ
ど
高
尚
で
あ
っ
て
も
、
絵
画
は
そ
う
『ルネサンス』と 首吊りの家90
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始
ま
っ
て
そ
う
終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い （
）。
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
は
風
俗
画
（
g
en
re）
の
創
始
者
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
の
代
表
と
も
い
え
る
画
家
で
あ
る
が
、
こ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
に
は
「
あ
る
芸
術
上
の
理
想
が
定
義
さ
れ
て
」
い
て
、
「
こ
の
派
の
作
品
は
「
描
か
れ
た
詩
だ
が
、
物
語
を
声
に
出
さ
ず
に
自
ら
を
語
る
よ
う
な
詩
に
属
し
て
い
る （
）」
。
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
に
お
い
て
瞬
間
を
捉
え
る
こ
と
に
お
い
て
群
を
抜
い
て
い
た
。
そ
の
特
質
を
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
の
焔
」
（
il
fu
oco
G
iorg
ion
esco）
と
呼
ん
だ
。
ペ
イ
タ
ー
は
そ
の
瞬
間
を
長
い
歴
史
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
動
機
、
あ
ら
ゆ
る
関
心
、
そ
し
て
効
果
が
凝
縮
さ
れ
、
強
烈
な
現
在
の
意
識
に
過
去
も
未
来
も
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
瞬
間 （
）
だ
と
考
え
た
。
ペ
イ
タ
ー
は
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
で

ラ
・
ジ
ョ
コ
ン
ダ
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
「
ギ
リ
シ
ア
の
肉
欲
、
ロ
ー
マ
の
淫
蕩
、
中
世
の
神
秘
主
義
、
異
教
世
界
の
復
帰
」
な
ど
を
読
み
取
り
、
「
た
し
か
に
リ
ザ
夫
人
は
古
い
幻
想
の
化
身
で
あ
り
、
近
代
思
想
の
象
徴
と
し
て
立
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い （
）」
と
言
う
。
こ
の
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
論
は
一
八
六
九
年
一
一
月
一
日
付
の
「
フ
ォ
ー
ト
ゥ
ナ
イ
ト
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
」
紙
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
ペ
イ
タ
ー
は
三
〇
歳
だ
っ
た
。
そ
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
論
を
昇
華
さ
せ
た
美
学
論
と
も
い
え
る
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
派
」
発
表
が
七
七
年
で
そ
の
間
、「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
派
」
発
表
の
前
年
の
七
六
年
に
『
マ
ク
ミ
ラ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
に
掲
載
し
た
「
ロ
マ
ン
主
義
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
ロ
マ
ン
主
義
」
は
八
九
年
に
修
正
を
施
さ
れ
、
「
跋
文
」
と
し
て
『
鑑
賞
集
』
に
収
め
ら
れ
た
。
ペ
イ
タ
ー
は
「
ロ
マ
ン
派
的
精
神
の
根
本
的
要
素
は
好
奇
心
と
美
を
愛
す
る
気
持
ち
で
あ
る （
）」
と
述
べ
て
い
て
、
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
前
述
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
ラ・
ジ
ョ
コ
ン
ダ
に
は
ロ
マ
ン
派
的
精
神
が
横
溢
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
ロ
マ
ン
派
的
精
神
は
ド
イ
ツ
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
ほ
ど
に
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
そ
の
気
質
が
な
い
と
ペ
イ
タ
ー
は
考
え
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
理
論
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
「
良
い
芸
術
と
い
う
の
は
そ
れ
が
生
ま
れ
た
時
代
に
は
す
べ
て
ロ
マ
ン
派
的
で
あ
っ
た （
	）」
と
し
て
い
る
。
そ
の
ロ
マ
ン
派
的
精
神
に
満
ち
溢
れ
た
良
い
作
品
が
時
を
経
て
古
典
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
、
セ
ザ
ン
ヌ
に
お
い
て
も
後
代
の
若
い
画
家
た
ち
が
セ
ザ
ン
ヌ
を
古
典
と
み
な
す
こ
と
に
は
躊
躇
し
な
か
っ
た
。
で
は
ペ
イ
タ
ー
は
自
分
の
美
学
を
い
つ
ご
ろ
か
ら
確
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
ギ
リ
シ
ア
研
究
に
い
そ
し
ん
だ
ペ
イ
タ
ー
は
、
同
時
に
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
が
ど
の
よ
う
に
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
発
見
し
た
の
か
を
探
求
す
る
。
一
八
六
六
年
に
執
筆
し
、
翌
年
に
「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
」
紙
に
掲
載
し
た
書
評
「
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
」
に
早
く
も
そ
の
萌
芽
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
は
『
ギ
リ
シ
ア
芸
術
模
倣
論
』（
一
七
五
五
）
や
『
古
代
美
術
史
』（
一
七
六
四
）
を
著
し
、「
美
術
史
」
（
h
isto
ry
o
f
a
rt）
の
名
を
冠
し
た
書
を
出
し
た
最
初
の
人
物
だ
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
芸
術
に
理
想
の
芸
術
の
姿
を
見
出
し
て
そ
れ
を
模
倣
す
べ
き
だ
と
89
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説
い
た
。
ペ
イ
タ
ー
は
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
生
涯
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
自
分
の
芸
術
観
と
重
な
り
合
う
も
の
を
見
出
し
て
い
た
。
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
は
芸
術
的
な
美
を
感
得
す
る
に
は
、
自
然
の
美
を
受
け
と
め
る
よ
り
高
度
な
感
受
性
が
必
要
だ
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
教
養
（
cu
ltu
re）
が
補
充
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た （
）。
し
か
し
、
芸
術
家
は
「
時
代
の
申
し
子
」（
th
e
a
rt-
ist
is
th
e
ch
ild
o
f
h
is
tim
e）
な
の
で
、
芸
術
は
相
対
的
な
も
の
と
し
て
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
時
間
と
空
間
の
条
件
以
外
に
、
そ
れ
ら
か
ら
独
立
し
て
、
永
続
性
の
要
素
や
天
才
が
認
め
る
趣
味
の
規
範
が
存
在
す
る
。
こ
の
規
範
は
純
粋
に
知
的
な
伝
統
の
な
か
に
保
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
芸
術
家
の
時
代
の
影
響
の
ひ
と
つ
と
し
て
で
は
な
く
、
最
初
に
芸
術
家
の
美
的
感
覚
を
刺
激
し
て
、
あ
る
特
定
の
方
向
へ
と
導
い
た
以
前
の
世
代
の
芸
術
的
所
産
を
通
し
て
そ
の
芸
術
家
に
作
用
し
て
い
る （
）。
と
ペ
イ
タ
ー
は
言
う
。
同
様
の
こ
と
を
セ
ザ
ン
ヌ
は
一
九
〇
五
年
一
月
二
三
日
付
の
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
宛
手
紙
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。
私
の
考
え
で
は
、
人
は
過
去
に
と
っ
て
か
わ
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
過
去
に
対
し
て
鎖
の
環
の
新
た
な
ひ
と
つ
を
加
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
画
家
と
し
て
の
気
質
と
芸
術
上
の
理
想
す
な
わ
ち
自
然
に
対
す
る
理
解
と
さ
え
有
し
て
い
れ
ば
、
あ
と
は
、
一
般
大
衆
に
理
解
さ
れ
美
術
史
の
上
で
し
か
る
べ
き
位
置
を
占
め
る
た
め
に
は
、
た
だ
充
分
な
る
表
現
手
段
を
手
に
入
れ
る
だ
け
で
充
分
で
す （
）。
芸
術
作
品
が
時
間
と
空
間
と
い
う
歴
史
的
な
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
芸
術
作
品
と
し
て
の
自
立
性
を
確
保
す
る
の
に
必
要
な
思
索
が
こ
こ
に
は
見
ら
れ
る
。
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
例
に
と
っ
て
ペ
イ
タ
ー
は
「
そ
れ
は
ど
ん
な
意
味
に
お
い
て
も
そ
れ
自
体
の
誇
ら
し
げ
な
美
し
さ
以
外
の
な
に
か
の
象
徴
と
か
暗
示
な
ど
で
は
な
い
。
心
は
有
限
の
イ
メ
ー
ジ
で
始
ま
り
有
限
の
イ
メ
ー
ジ
で
終
わ
り
、
し
か
も
そ
の
精
神
的
動
機
の
い
か
な
る
部
分
も
失
う
こ
と
が
な
い （
）」
と
補
足
す
る
。
ま
さ
し
く
こ
の
記
述
は
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
派
」
で
述
べ
た
絵
画
観
と
符
合
し
て
お
り
、
絵
画
で
は
徹
頭
徹
尾
「
色
彩
に
始
ま
り
色
彩
で
終
わ
」
り
、
彫
刻
で
は
そ
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
に
終
始
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
「
す
べ
て
の
芸
術
的
天
才
の
根
本
原
理
は
、
…
…
想
像
的
知
性
（
im
a
g
in
a
tiv
e
in
tellect）
の
選
択
に
従
っ
て
伝
え
よ
う
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
選
び
出
し
、
変
形
し
、
再
結
合
す
る
力
に
あ
る （
）」。
５
ペ
イ
タ
ー
と
セ
ザ
ン
ヌ
は
批
評
家
と
画
家
の
違
い
は
あ
っ
た
が
、
ペ
イ
タ
ー
の
唱
え
る
思
想
と
セ
ザ
ン
ヌ
の
間
に
は
美
の
表
現
法
に
お
い
て
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
と
そ
れ
ぞ
れ
生
育
が
異
な
り
つ
つ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
文
化
思
潮
が
二
人
を
包
含
し
て
い
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
亡
『ルネサンス』と 首吊りの家88
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く
な
る
一
年
前
に
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
宛
に
こ
う
書
い
た
。
自
然
か
ら
精
神
を
引
き
出
し
、
わ
れ
わ
れ
に
固
有
の
気
質
タ
ン
ペ
ラ
マ
ン
に
従
っ
て
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
一
方
、
時
間
と
反
省
と
が
少
し
ず
つ
視
覚
を
整
理
し
、
そ
し
て
つ
い
に
理
解
力
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す （
）。
セ
ザ
ン
ヌ
は
ま
た
、
亡
く
な
る
ひ
と
月
前
の
一
九
〇
六
年
九
月
に
息
子
の
ポ
ー
ル
宛
に
詩
人
で
批
評
家
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
礼
讃
を
書
き
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
が
「
ロ
マ
ン
派
芸
術
」
に
つ
い
て
言
っ
て
る
こ
と
に
は
少
し
の
誤
り
も
な
い
と
述
べ
た
。
画
家
と
し
て
実
作
者
で
あ
る
セ
ザ
ン
ヌ
は
饒
舌
で
は
な
く
、
文
学
者
の
よ
う
に
理
論
を
唱
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
分
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
芸
術
論
に
は
心
酔
し
共
感
し
て
崇
拝
の
念
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
「
ロ
マ
ン
主
義
と
は
何
か
？
」
の
な
か
で
、
ロ
マ
ン
主
義
と
は
「
ま
さ
し
く
主
題
の
選
択
の
裡 う
ち
に
あ
る
の
で
も
な
け
れ
ば
正
確
な
真
実
の
裡
に
あ
る
の
で
も
な
く
て
、
感
じ
方
の
裡
に
あ
る
の
だ
。
…
…
私
に
と
っ
て
、
ロ
マ
ン
主
義
と
は
、
美
の
最
も
新
し
い
、
最
も
現
在
的
な
表
現
で
あ
る （
）」
と
述
べ
て
い
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
画
家
と
し
て
モ
テ
ィ
フ
と
格
闘
し
絵
筆
を
ふ
る
い
な
が
ら
自
己
の
表
現
方
法
を
模
索
し
、
過
去
を
顧
み
な
が
ら
自
己
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
だ
。
ペ
イ
タ
ー
も
ま
た
し
か
り
、
彼
の
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
派
」
論
を
中
心
と
す
る
美
術
批
評
は
ギ
リ
シ
ア
研
究
や
プ
ラ
ト
ン
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
、
そ
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
で
到
達
し
た
境
地
で
あ
っ
た
。
ペ
イ
タ
ー
が
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
初
版
を
出
し
て
か
ら
五
年
後
の
一
八
七
八
年
に
彼
は
短
編
「
家
の
な
か
の
子
」
（
・T
h
e
C
h
ild
in
th
e
H
o
u
se・）
を
『
マ
ク
ミ
ラ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
に
発
表
す
る
。
主
人
公
フ
ロ
ー
リ
ア
ン
・
デ
ィ
リ
ー
ル
が
か
つ
て
住
ん
で
い
た
「
古
い
家
」
の
回
想
場
面
は
い
か
に
も
印
象
派
絵
画
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
文
学
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
古
い
家
の
）
壁
の
色
と
光
と
陰
が
微
妙
に
た
わ
む
れ
あ
っ
て
い
た
。
ま
た
庭
に
あ
っ
た
大
き
な
ポ
プ
ラ
の
木
を
気
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
、
そ
の
せ
い
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
い
た
い
イ
ギ
リ
ス
人
は
ポ
プ
ラ
を
ば
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
こ
れ
が
す
き
な
の
だ
。
こ
の
木
の
葉
は
、
ど
ん
な
か
す
か
な
空
気
の
動
き
が
あ
っ
て
も
、
流
れ
る
水
の
よ
う
な
音
を
立
て
る
、
そ
の
い
き
き
し
た
風
と
の
応
対
を
フ
ラ
ン
ス
人
は
見
て
と
っ
て
い
た （
）。
ペ
イ
タ
ー
に
は
美
の
表
現
を
支
え
る
「
想
像
的
理
性
」
と
い
う
言
い
回
し
が
あ
っ
た
が
、
画
家
で
あ
る
セ
ザ
ン
ヌ
に
は
な
か
っ
た
。
た
だ
彼
の
思
想
を
支
え
る
作
品
を
眺
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
の
往
復
書
簡
と
彼
の
も
と
を
訪
れ
た
回
想
だ
け
が
セ
ザ
ン
ヌ
解
釈
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
近
く
に
「
美
」
の
探
求
に
没
頭
し
た
ふ
た
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
古
典
と
し
て
歴
史
の
な
か
に
不
動
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
セ
ザ
ン
ヌ
は
ゴ
ッ
ホ
か
ら
抽
象
絵
画
へ
の
道
筋
を
つ
け
、
ペ
イ
タ
ー
の
姿
は
ウ
ル
フ
や
ジ
ョ
イ
ス
な
ど
の
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
作
家
た
ち
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
、
ま
さ
に
世
紀
末
の
芸
術
思
潮
を
代
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表
す
る
二
人
だ
っ
た
。
（
1）
U
n
collected
E
ssa
ys,
136.
（
2）
Ib
id
.,
140.
（
3）
朝
日
新
聞
（
二
〇
一
四
年
七
月
一
五
日
朝
刊
）「
セ
ザ
ン
ヌ
と
ゾ
ラ
決
裂
せ
ず
」。
慶
応
大
学
文
学
部
教
授
の
小
倉
孝
誠
氏
に
よ
れ
ば
「
後
年
の
研
究
者
も
セ
ザ
ン
ヌ
を
神
格
化
す
る
一
方
、
ゾ
ラ
を
卑
し
め
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
、
二
人
の
伝
記
が
書
き
か
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
言
う
。
（
4）
リ
ウ
ォ
ル
ド
、「
目
次
」。
（
5）
フ
ェ
レ
ッ
テ
ィ
、
九
頁
。
（
6）
ゾ
ラ
、
二
三
六
―
七
頁
。
（
7）
同
前
、
三
三
三
頁
。
（
8）
D
o
ra
n
,
198.
（
9）
ガ
ス
ケ
、
二
四
二
頁
。
（
）
同
前
、
二
四
四
頁
。
（
）
ド
ラ
ン
、
一
六
一
頁
。
（
）
同
前
、
一
六
二
頁
。
（
）
同
前
、
一
六
二
頁
。
（
）
同
前
、
七
七
頁
。
（
）
同
前
、
七
五
―
七
六
頁
。
（
）
ク
レ
ー
リ
ー
、
三
三
二
頁
。
（
	）
リ
ウ
ォ
ル
ド
、
二
五
九
―
二
六
〇
頁
。
（

）
ク
レ
ー
リ
ー
、
三
三
二
―
三
三
三
頁
。
（
）
ウ
ル
フ
、
一
二
九
―
一
三
〇
頁
。
（
）
ウ
ル
フ
著
作
集
、
七
頁
。
（
）
A
p
p
recia
tion
s,
10.
（
）
Ib
id
.,
29.
（
）
Ib
id
.,
29.
（
）
D
o
ra
n
,
65.
（
）
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
一
五
〇
頁
。
（
）
U
n
collected
E
ssa
ys,
60.
（
）
Ib
id
.,
109.
（
）
T
h
e
R
en
a
issa
n
ce,
104.
（
）
Ib
id
.,
106.
（
）
Ib
id
.,
109.
（
）
Ib
id
.,
110.
（
）
Ib
id
.,
117.
（
）
Ib
id
.,
118.
（
）
Ib
id
.,
99.
（
）
Ib
id
.,
248.
（
）
Ib
id
.,
258.
（
）
Ib
id
.,
153.
（
）
Ib
id
.,
158
9.
（
 ）
リ
ウ
ォ
ル
ド
、
二
四
八
頁
。
（
!）
T
h
e
R
en
a
issa
n
ce,
164.
（
"）
Ib
id
.,
170.
（
#）
リ
ウ
ォ
ル
ド
、
二
五
〇
頁
。
（
$）
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
一
八
五
頁
。
（
%）
M
iscella
n
eou
s
S
tu
d
ies,
174.
B
a
u
d
ela
ire,
C
h
a
rles,
Jo
n
a
th
a
n
M
a
y
n
e
tra
n
s.&
ed
.
T
h
e
P
a
in
ter
of
M
od
ern
L
ife
a
n
d
O
th
er
E
ssa
ys.
L
o
n
d
o
n
:
P
h
a
id
o
n
P
ress
L
td
.,
1995.
B
u
llen
,
J.B
.,
ed
.
P
ost-Im
p
ression
ists
in
E
n
g
la
n
d
.
L
o
n
d
o
n
:
R
o
u
tled
g
e,
1988.
『ルネサンス』と &首吊りの家'86
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文
献
C
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en
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en
ts
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&
O
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er
E
ssa
ys.
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ew
Y
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rk
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H
a
rp
er
&
R
o
w
,
1981.（『
視
覚
の
瞬
間
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、
北
條
文
緒
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、
法
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大
学
出
版
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、
一
九
八
四
年
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C
lem
en
ts,
E
licia
&
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g
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L
esley
J.,
ed
.
V
ictoria
n
A
esth
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C
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o
n
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:
P
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C eza
n
n
e.
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u
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ra
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p
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R
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W
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reu
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.
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u
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W
o
o
lf,
V
irg
in
ia
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R
og
er
F
ry.
L
o
n
d
o
n
:
V
in
ta
g
e,
2003.（
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ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
伝
』、
宮
田
恭
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
七
年
）
ウ
ル
フ
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
、『
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
著
作
集
７
評
論
』、
朱
牟
田
房
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
。
ガ
ス
ケ
、
ジ
ョ
ワ
シ
ャ
ン
、『
セ
ザ
ン
ヌ
』、
与
謝
野
文
子
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。
ク
レ
ー
リ
ー
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
、『
知
覚
の
宙
吊
り
』、
岡
田
温
司
監
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
。
ゾ
ラ
、
エ
ミ
ー
ル
、『
美
術
論
集
』、
三
浦
篤
、
藤
原
貞
朗
訳
、
藤
原
書
店
、
二
〇
一
〇
年
。
新
関
公
子
、『
セ
ザ
ン
ヌ
と
ゾ
ラ
そ
の
芸
術
と
友
情
』、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
〇
年
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
オ
ノ
レ
・
ド
、
『
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
』
水
野
亮
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
。
フ
ェ
レ
ッ
テ
ィ
、
マ
リ
ナ
、『
印
象
派
』、
武
藤
剛
史
訳
、
白
水
社
、
二
〇
〇
八
年
。
ペ
イ
タ
ー
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
、
『
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ペ
イ
タ
ー
全
集
』
全
三
巻
、
富
士
川
義
之
ほ
か
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
八
年
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
、
エ
ミ
ー
ル
、『
回
想
の
セ
ザ
ン
ヌ
』、
有
島
生
馬
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
シ
ャ
ル
ル
、『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
批
評
１
』、
阿
部
良
雄
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
。
メ
ル
ロ
ポ
ン
テ
ィ
、
モ
ー
リ
ス
、『
眼
と
精
神
』、
滝
浦
静
雄
、
木
田
元
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
一
年
。
リ
ウ
ォ
ル
ド
、
ジ
ョ
ン
編
、『
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
紙
』、
池
上
忠
治
訳
、
美
術
公
論
社
、
一
九
八
五
年
。
（
提
出
日
二
〇
一
五
年
九
月
七
日
）
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